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「本裁判は21世紀の女性問題の

教科書である」
紀藤 正樹

(弁護士)
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「横暴で執拗な言動に

負けたのは誰か?」

帖
浅倉むつ子
1稲 田大学教授 )

主催 :あ えてフェミニストの会

問合せ:090-8479-0723(小枝)

「女叩きの張本人は誰なのか?」

上野千鶴子
(東京大学名誉教授 )

「平等社会をつくることは

世界との約束です」
三井マリ子

(豊 中市男女共同参画推進センターすてっぷ初代館長)

*上野千鶴子氏の写真は岡戸雅樹氏撮影

後援:全国フェミニスト議員連盟
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あの歴史的勝利を勝ち取つた「バックラッシュ裁判」の全容を
三井マリ子本人がつづる、衝撃のドキュメント。

当時の会話・記事 。ビラ等、横暴かつ執拗な言動と圧力の事実が明らかに。

スーザン ファルーディの『バ ックラッシユ』がアメ リカ

でベ ストセラーになったのは、 1992年でした。 1960年代

のアメ リカではフェミニズムが力を得て、男女平等意識が

高まり、女|■ の社会進出が進みました。ところが、 1980

年代にはそれを阻む「反動 揺 り戻し」が起き、ファルーディ

はこれを「バックラッシュJと 呼んだのです。

ファルーディが述べたように、日本で も、フェミニズム

や平等を求める運動が目的を達成 しそうになると、それを

阻むようにバ ックラッシュが出現したのです。

まさに、21世紀になつてか らの10年 は、男女共同参画

にとって「推進の 10年Jで あつたと同時に、バ ックラッシュ

勢力との「聞いの10年 Jで もあったといえると思います。

全国に吹き荒れたバ ックラッシユですが、これが地方自

治体の政策決定に与えた影響は、ほとんど闇につつまれて

お り、日に見えるものはわずかしかありません。そういう

中で、本件の高裁判決は、きわめて明確に、バックラッシュ

勢力による地方自治体の意思決定への陰湿な介入 圧力を

断罪していますじ

読者の方々には、この事件を起こしたバ ックラッシュ勢

力が、歴史認識における過去の戦争肯定や憲法9条 24条

の廃棄のもくろみをもって、今なお、1全 国的に勢いを増 し

ている現状に、今後 とも十分な注意を向けていただきたい

と、切に願つています。

浅倉むつ子

1人権文化部の首切リプロジェク ト 三井マリ子

1夜の市役所で胴喝
バックラッシユ攻撃始まる/オ スとしての自覚メスとしての自覚 /

部長を怒鳴りつける/机 をバーンと…

2魂を吹き込む仕事
全国公募/館長の席がない式典/持てる力を 120%発 揮 /

世界の風を呼びこむ/英語でエンパワーメント

3バ ックラッシュ、日本夕U島を席捲

巨大な嵐の一断面/国連の意気込み/女性差別撤廃条約・男女共同参画

社会基本法/バ ックラッシュの司令塔

4豊中市のバックラッシュ勢力

同じ穴のムジナたち/事務局はひとつ /街宣車が行くぞ !/

モデルは宇部市条例/すてつぷの図書がやり玉

5あ あ嘘八百 !

あれはやめさせなきゃいかん/モ ラロジー会館から始まった流言飛語 /

「面会をやめるように」

6第一義的には三井さん

夜 9時過ぎの重大情報/仕掛けられたワナ

7わ たしも目が覚めた

館長ポストがなくなる !/「私にも話があつたのよ」/

「使い分けてますね」/「私は三井さんを裏切りましたJ

8館長採用試験の茶番
絶体絶命 /公募議論のむなしさ/試験官に本郷がいた/
「あなたしかいないJ/記事の撤回要求/人格権侵害と断定

2バックラッシユ裁判のたたかい
「すてっぷ」館長雇止め裁判の意義 寺沢勝子

勝利をもたらした出会いと選択  宮地光子

3「すてつぷ」館長雇止め事件意見書浅倉むつ子
1人格権侵害と使用者の職場環境保持義務
2バ ックラッシュ勢力の横暴で執拗な言動について

3豊中市および財団による控訴人に対する態度の変化
4「組織変更」の名の下に行われた人格権侵害
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